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3.民生費 - 1.社会福 - 2.地域セ

　市民のニーズや動向を的確に判断し、講座の開設及び文化祭を通して、地域文化を継承。

講座開催事業　　　305,000円（報償費）

　　　　　　　　　　6,737円（消耗品等）

文化祭開催　　　　 70,000円（報償費）

　　　　　　　　　220,247円（消耗品等）

地域力活用事業　　　　第21回木崎町文化祭の実施

　　　　　　　　　　　展示作品　約300点　発表団体　10団体　来場者延べ500人

文化スポーツ交流事業　4講座61回実施

　　　　　　　　　　　短歌教室　　　　12回　延べ73人

　　　　　　　　　　　手芸・編物教室　24回　延べ77人

　　　　　　　　　　　健康教室　　　　24回　延べ263人

　　　　　　　　　　　茶の間の会　　　 1回　　　24人
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平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 198

現年

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

　地域及び周辺地域の住民の社会的、経済的、文化的向上を図り、生活上の課題やさまざまな人権課題の解

決に資するために講座の開設や文化祭の開催。

②事業を実施する必要性

　地域及び周辺地域の住民の社会的、経済的、文化的向上と人権問題の早期解決のために必要。

542決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

521 537 602 735 604 604
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0 0
0 11 25 29 45 37 37
0 180 255 287 308 255 255
0 0 0 0 0 0 0

542 330 257 286 382 312 312
0.13 0.30

1,092 1,228
1,629 1,830

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※

0.30
1,016
1,537
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住民のニーズにあった交流促進講座を開催した。今後は文化センター運営審議会の審議内容等により事業展開

をはかる。

交流促進講座の開設等、館長会議を中心に議論し今年度設置された

文化センター運営審議会の審議内容により今後の展開を図る。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　　交流促進講座の今後の方向性について会議を行った。

②当該事業のアピール事項

　　講座を通じて人権問題解決の早期解決に努めた。

③反省点、今後の展開・方向性等

　　住民のニーズにあった講座の広域的な展開が必要である。

■平成21年度の所属長評価

（１）地域力活用事業

第21回木崎町文化祭

　文化祭を通じて、各地域の文化の発表や展示を行

い、交流を深めるめた。ステージ発表・作品展示・子

ども工作教室

平成22年11月21日（日） ステージ発表や作品展示、

子ども工作教室などを行っ

たことにより、地元及び周

辺地域の交流が深まり、人

権意識の高揚につながっ

た。

展示作品　約300点　発表

団体　10団体　来場者　延

べ500人

（２）文化スポーツ交流事業

短歌教室

　短歌の作成方法、ポイント紹介及び作品の添削

毎月第3金曜日 短歌を通じて教養・文化の

向上を図るとともに、交流

を深めた。年間12回　延べ

73人

手芸・編物教室

　手芸・編物技術の習得

毎月第1・3火曜日 手芸・編物を通じて強調・

文化の向上を図るととも

に、交流を深めた。年間24

回　延べ77人

健康教室

　健康体操の習得

毎月第2・4金曜日 健康体操を通じて健康に対

する意識の高揚を図るとと

もに、交流を深めた。年間

24回　延べ263人

茶の間の会

　児童・生徒を持つ保護者間の交流促進（お菓子つく

り）

平成２２年１２月１１日 クリスマスのお菓子つくり

を通じて、親子の交流や保

護者間の交流が図れた。

２４名参加
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